
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２７０２

基盤研究(B)（海外学術調査）

2015～2012

アフリカ現代社会における無形文化遺産の役割

The role of the intangible cultural heritage in the modern african societies

５０１０７８３５研究者番号：

川田　順造（Kawada, Junzo）

神奈川大学・付置研究所・研究員

研究期間：

２４４０１０４５

平成 年 月 日現在２８   ６ ２４

円    10,600,000

研究成果の概要（和文）：「音楽」という明治以来の西洋語の翻訳概念ではくくれない、身体表現や太鼓等の音具と結
び合わされたアフリカの豊かな「音の文化」を、現地調査に基づいて1995（平成7年）以来アフリカ人研究者も交えて
行った。研究成果は被調査国の公用語英語か仏語で書き6巻を刊行、被調査国の研究機関に送って成果の還元と反批判
受理を実行。ユネスコの無形文化遺産計画と協働し、消滅の危機にある音文化の存続に務めた。

研究成果の概要（英文）： We are against to determine the reality of fertile “sound cultures” of Africa 
by a narrow Western notion of “music” or “ethno-music”. That is why since 1995, under the leadership 
of Junzo KAWADA, we have conducted first-hand field researches in Africa, if possible including the 
researchers of the studied country, and published the results in the national language of the studied 
country, English or French, to render the results to the studied peoples and receive their critics. Thus 
we have 6 volumes of “Sound cultures of Africa”.
 Our studies were realized by the Grants-in-Aid for Oversea Scientific Research. We have also 
collaborated with UNESCO’s project for the intangible cultural heritage.

研究分野：文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
「音文化」という新しい概念のもとに、平成
6 年度以来アフリカの無形文化遺産の研究を
続けてきた。この研究は水準の高い欧文報告
書の配布を通して、国際的にも高い評価を得、
ユネスコの無形文化遺産保存計画とも緊密
な連携を保ってきた。消滅ないしは著しい変
貌を強いられている無形文化遺産の現状を
踏まえ、今回はよりきびしく、無形文化遺産
存続の条件を地域社会との関係で追及する
とともに、それが現代社会において果たしう
る役割に注目する。現地人当事者の認識や主
張も明らかにし、その問題点を諸地域間で比
較検討する方針をとった。 
 
２．研究の目的 
いたるところで消滅の危機に瀕している無
形文化遺産の現状認識を踏まえ、無形文化遺
産が現代社会において果たしうる役割を追
求し、保存にかかわる当事者の認識や主張も
明らかにし、その問題点を諸地域間で広く比
較検討する。具体的には以下のような役割分
担を設定する。 
 
川田（研究代表者）：歴史伝承を文字によら
ない手段で表現し伝承する 2つのあり方であ
る、旧モシ王国（ブルキナファソ）の太鼓言
葉と旧ダホメー王国（ベナン）の歌舞による
歴史伝承が、変容しつつ現代社会で新しい展
開も示す可能性、保存にかかわる当事者の意
見を、ワガドゥグーとテンコドゴ、アボメー
で検討する。 
 
鈴木（研究分担者）：マンデ・ポップスを担
うグリオ（語り部）の音楽表現と、マンデ社
会に共有されている「スンジャタ叙事詩」と
の関係に焦点を当てる。言語および器楽によ
る表現形態が現代の音楽産業の中で展開す
るポップスにいかに反映されているのかを
明らかにする。 
 
鶴田（研究分担者）：タンザニア中央部の民
族ゴゴの伝統芸能 ngoma の現代的役割につ
いて検討する。ngomaとは、打楽器演奏と踊
りと歌が複合したパフォーマンスを指す概
念で、東アフリカで広く使われている言葉で
ある。今回の研究では、現代ゴゴ農村社会に
おいて ngoma が果たしている社会的役割に
ついてドドマ州の一村落を事例として検討
する。 
 
川瀬（研究分担者）：エチオピア北部高原を
広範に移動して歌唱を行う世襲の吟遊詩人
集団ラリベラ（別称：ハミナ）の活動につい
て、当集団の主要な活動地であるアジスアベ
バとゴンダールにおいて、アムハラ語の歌詞
と当集団が地域社会で担う社会的役割を中
心に、特に近年の変容を考慮しつつ調査する。 
 
松平（研究協力者）：ジンバブエ共和国にお

ける楽器ンビの調査を行う。ジンバブエのラ
メラフォーンと宗教の関係を追求し、ンビラ
音楽という無形文化の継承の可能性を検討
する。 
 
３．研究の方法 
以下のような計画で研究を遂行することと
していた。 
 
本研究課題は 3年計画により遂行される。 
1 年目は、研究代表者・研究分担者・研究協
力者が、それぞれの研究課題と役割分担に従
ってアフリカ各国における現地調査を行い、
資料を収集する。 
2 年目は、国内研究会での総括を踏まえて、
各メンバーが 2 度目の現地調査を行う。2 回
の研究・打合せの会合を開き、最終報告書に
向けた準備を始める。 
3 年目は、研究成果の総括と研究報告書の作
成に充てる。4 回の研究会を開催、討議を行
い、アフリカ現代社会における無形文化遺産
の役割について総括する。欧文の報告書及び
欧文による論文集の準備を進め、刊行する。 
 
４．研究成果 
■平成 24 年度 
3 年度にわたる研究計画の初年度に当たり、
研究代表者、研究分担者、研究協力者とも、
現地調査による資料収集を行なった。別研究
代表者川田（ブルキナファソで、旧モシ王国
太鼓言葉の現状）、研究分担者鈴木（コート
ジボワールとギニアで、語り部出身の音楽家
とワールド・ミュージックの関わり）、鶴田
（タンザニアで、伝統芸能の雨乞いにおける
役割）、川瀬（エチオピアで、歌唱集団ラリ
ベロッチの活動の現状）、研究協力者松平（ジ
ンバブエで、薄板鳴音具ラメラフォン「ンビ
ラ」を伴う憑依儀礼の社会的機能）と、各自
がこれまでも行なって来た現地研究を、現代
社会における役割という全体の研究課題の
観点から、さらに深化させることができた。 
 
 
■平成 25 年度 
昨年度までの研究の蓄積を踏まえ、今年度は
当該音文化の変容の側面に研究の重点を置
いた。音文化を支えている社会の、政治・宗
教・生活面での変化（選挙における政党支援
への要請、キリスト協会からの依頼、経済生
活全般の変容などに由来する変化）に注目し
て、現代のアフリカ社会で生き、変化してい
るものとしての、音文化の様相を明らかにす
ることに努めた。 
 
■平成 26 年度 
消滅の危機に瀕しているアフリカの無形文
化遺産が、現在以後の社会で存続し得る条件
および現代社会において果たしうる役割を、
現地調査に基づいて地域社会との関係で追
求し、現地人当事者の認識や主張も明らかに



しつつ、ユネスコの保存計画が求める条件と
も照合して、その問題点をアフリカ諸地域間
で比較検討した。 
具体的には、旧モシ王国（ブルキナファソ）
の太鼓言葉、旧ダホメー王国（ベナン）の歌
舞、マンデ・ポップスを担うグリオ（語り部 
）の音楽表現、マンデ社会に共有されている
スンジャタ叙事詩、タンザニア中央部の民族
ゴゴの伝統芸能 ngoma、エチオピア北部高原 
を広範に移動して歌唱を行なう世襲の吟遊
詩人集団ラリベラ、ジンバブエ共和国におけ
る楽器ンビラなどを調査対象として、一次資
料の収集を行った。 
 
■平成 27 年度 
平成 26 年度中に予定していた報告書の刊行
がずれ込んだため、補助事業期間を延長し、
研究成果のとりまとめを行った。 
前年度までの調査に基づき、本研究課題の総
まとめとして詳細な報告書（"THE TECHNIQUES 
OF THE BODY", "CULTURES SONORES D'AFRIQUE 
Ⅴ"）を作成した。この報告書は調査対象国
や世界の関連研究者及び研究機関に配布し、
調査成果の還元を行うことができた。 
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